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平成26年２月７日発行 

　１月12日、上志比文化会館サンサンホールにて、平成２６年永平寺町成人式が開催されました。
269名の成人者を代表し､実行委員の中西和貴さん､家根仁美さんが「成長するたびに不安や焦りがありますが､
家族や仲間と手を取り合いながら夢の実現へ一歩ずつ歩んでいきます」と誓いの言葉を述べ、大人への門出と
なる日を仲間たちと一緒に祝いました。
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故郷愛を育み大人としての自覚故郷愛を育み大人としての自覚故郷愛を育み大人としての自覚



で
す
！

永
平
寺
町
長
選
挙
の

2月
23日
は

投
票
日

１
．
告
示
日

　
２
月
18
日（
火
） 

２
．
投
票
日

　
２
月
23
日（
日
） 

７
時
〜 
20
時

　※

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
や
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　※

投
票
区
・
投
票
所
は
左
頁
一
覧
の
と
お
り
で
す

３
．
投
票
で
き
る
人

　
満
20
歳
以
上
（
平
成
６
年
２
月
24
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
の
日
本
国
民
で
、
平
成
25
年
11
月
17
日
以

前
か
ら
永
平
寺
町
に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
永

平
寺
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
投
票
日
前
に
町
外
へ
転
出
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
が
、
２
月
19
日
以
降
に
町
外
へ
転
出

す
る
人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
．
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
障
害
等
の
た
め
自
分
で
投
票

用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が

で
き
ま
す
。

５
．
開
票

　
投
票
日
、
21
時
か
ら
永
平
寺
緑
の
村
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

６
．
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
都
合
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
期
間
に
投
票
で
き
ま
す
。

　※

期
間
が
４
日
間
と
短
期
で
あ
る
た
め
大
変
な
混

　
雑
が
予
想
さ
れ
、
有
権
者
の
皆
様
に
は
投
票
す
る

　
際
に
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

　
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

　
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（
１
）
期
　
間
　
２
月
19
日（
水
）〜
２
月
22
日（
土
）

（
２
）
時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

（
３
）
投
票
所
　
３
箇
所（

永
平
寺
町
役
場
本
庁
、

　
永
平
寺
支
所
、

　
上
志
比
支
所
）

７
．
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
と
は
、
長
期
の
出
張
、
病
院
等
に
入

院
し
て
い
る
人
、
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
次
の

と
お
り
一
定
の
事
由
に
該
当
し
投
票
所
に
行
け
な
い

人
が
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
）
永
平
寺
町
外
で…

　
長
期
の
出
張
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
永
平
寺
町

に
い
な
い
場
合
、
滞
在
地
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
指
定
病
院
、
施
設
な
ど…

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
、
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

は
、
施
設
の
管
理
者
に
申
請
し
て
、
施
設
で
投
票
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
郵
便
で…

　
障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
障
害
な
ど
の
程
度
が
一
定
要
件

に
該
当
し
、
身
体
不
自
由
の
た
め
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
提
示
し
て

ご
自
宅
な
ど
で
投
票
し
郵
送
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　※

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
申
請
手
続
き

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
付
は
、
平
日
（
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
）

行
っ
て
い
ま
す

松岡東幼児園

松岡幼稚園

松岡西幼児園

御陵幼児園

なかよし幼児園

松岡多目的集会センター

志比堺ふれあい会館

松岡ふるさと学習館

永平寺保健センター

志比幼児園

轟ふれあい会館

諏訪間ふれあい会館

志比南幼児園

志比区公民館

志比北幼児園

鳴鹿集落生活改善センター

上志比文化会館サンサンホール

永平寺町役場上志比支所

牧福島集落生活改善センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

松岡薬師１・２・３丁目、松岡神明１丁目

松岡神明２・３丁目、松岡葵１・２丁目、松岡春日１丁目、アニス松岡

松岡葵３丁目、松岡春日２丁目、松岡芝原１・２・３丁目

松岡上合月、松岡下合月、松岡末政、松岡渡新田、松岡兼定島、
松岡領家、松岡樋爪、松岡平成、松岡御公領、松岡領家南、松岡学園

松岡春日３丁目、松岡吉野堺、松岡清水、松岡石舟、松岡城東、
松岡松ヶ丘１丁目、松岡越坂１・２丁目

松岡吉野、松岡小畑、松岡宮重、松岡西野中、松岡湯谷、松岡上吉野

松岡志比堺

松岡松原、松岡木ノ下１・２・３丁目、松岡松ケ原１・２・３・４丁目、
松岡観音１・２・３丁目

法寺岡、東古市、高橋

下谷口、上谷口、花谷、光明寺

飯島、轟

けやき台、諏訪間、諏訪間団地、東諏訪間、山、永平寺ハウス

荒谷、市野々、京善、寺本

志比、大本山永平寺

下浄法寺、中浄法寺、上浄法寺、岩野、吉波、栃原

鳴鹿、山鹿

吉峰、藤巻、市荒川、中島、竹原、石上

栗住波、せせらぎ、清水、大野島、市右エ門島、山王、大月、ひかり苑

牧福島、浅見、野中、北島

投
票
区

投　　票　　区　　域 投票所の名称

投票区・投票所一覧

大事な投票、忘れずに!

広報永平寺２月号　２広報永平寺２月号　２

問合せ　永平寺町選挙管理委員会　　　61-３９４１



3　広報永平寺２月号

で
す
！

永
平
寺
町
長
選
挙
の

2月
23日
は

投
票
日

１
．
告
示
日

　
２
月
18
日（
火
） 

２
．
投
票
日

　
２
月
23
日（
日
） 

７
時
〜 

20
時

　※

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
や
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　※

投
票
区
・
投
票
所
は
左
頁
一
覧
の
と
お
り
で
す

３
．
投
票
で
き
る
人

　
満
20
歳
以
上
（
平
成
６
年
２
月
24
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
の
日
本
国
民
で
、
平
成
25
年
11
月
17
日
以

前
か
ら
永
平
寺
町
に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
永

平
寺
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
投
票
日
前
に
町
外
へ
転
出
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
が
、
２
月
19
日
以
降
に
町
外
へ
転
出

す
る
人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
．
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
障
害
等
の
た
め
自
分
で
投
票

用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が

で
き
ま
す
。

５
．
開
票

　
投
票
日
、
21
時
か
ら
永
平
寺
緑
の
村
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

６
．
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
都
合
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
期
間
に
投
票
で
き
ま
す
。

　※

期
間
が
４
日
間
と
短
期
で
あ
る
た
め
大
変
な
混

　
雑
が
予
想
さ
れ
、
有
権
者
の
皆
様
に
は
投
票
す
る

　
際
に
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

　
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

　
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（
１
）
期
　
間
　
２
月
19
日（
水
）〜
２
月
22
日（
土
）

（
２
）
時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

（
３
）
投
票
所
　
３
箇
所（

永
平
寺
町
役
場
本
庁
、

　
永
平
寺
支
所
、

　
上
志
比
支
所
）

７
．
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
と
は
、
長
期
の
出
張
、
病
院
等
に
入

院
し
て
い
る
人
、
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
次
の

と
お
り
一
定
の
事
由
に
該
当
し
投
票
所
に
行
け
な
い

人
が
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
）
永
平
寺
町
外
で…

　
長
期
の
出
張
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
永
平
寺
町

に
い
な
い
場
合
、
滞
在
地
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
指
定
病
院
、
施
設
な
ど…

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
、
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

は
、
施
設
の
管
理
者
に
申
請
し
て
、
施
設
で
投
票
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
郵
便
で…

　
障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
障
害
な
ど
の
程
度
が
一
定
要
件

に
該
当
し
、
身
体
不
自
由
の
た
め
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
提
示
し
て

ご
自
宅
な
ど
で
投
票
し
郵
送
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　※

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
申
請
手
続
き

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
付
は
、
平
日
（
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
）

行
っ
て
い
ま
す

松岡東幼児園

松岡幼稚園

松岡西幼児園

御陵幼児園

なかよし幼児園

松岡多目的集会センター

志比堺ふれあい会館

松岡ふるさと学習館

永平寺保健センター

志比幼児園

轟ふれあい会館

諏訪間ふれあい会館

志比南幼児園

志比区公民館

志比北幼児園

鳴鹿集落生活改善センター

上志比文化会館サンサンホール

永平寺町役場上志比支所

牧福島集落生活改善センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

松岡薬師１・２・３丁目、松岡神明１丁目

松岡神明２・３丁目、松岡葵１・２丁目、松岡春日１丁目、アニス松岡

松岡葵３丁目、松岡春日２丁目、松岡芝原１・２・３丁目

松岡上合月、松岡下合月、松岡末政、松岡渡新田、松岡兼定島、
松岡領家、松岡樋爪、松岡平成、松岡御公領、松岡領家南、松岡学園

松岡春日３丁目、松岡吉野堺、松岡清水、松岡石舟、松岡城東、
松岡松ヶ丘１丁目、松岡越坂１・２丁目

松岡吉野、松岡小畑、松岡宮重、松岡西野中、松岡湯谷、松岡上吉野

松岡志比堺

松岡松原、松岡木ノ下１・２・３丁目、松岡松ケ原１・２・３・４丁目、
松岡観音１・２・３丁目

法寺岡、東古市、高橋

下谷口、上谷口、花谷、光明寺

飯島、轟

けやき台、諏訪間、諏訪間団地、東諏訪間、山、永平寺ハウス

荒谷、市野々、京善、寺本

志比、大本山永平寺

下浄法寺、中浄法寺、上浄法寺、岩野、吉波、栃原

鳴鹿、山鹿

吉峰、藤巻、市荒川、中島、竹原、石上

栗住波、せせらぎ、清水、大野島、市右エ門島、山王、大月、ひかり苑

牧福島、浅見、野中、北島

投
票
区

投　　票　　区　　域 投票所の名称

投票区・投票所一覧

大事な投票、忘れずに!

広報永平寺２月号　２広報永平寺２月号　２

問合せ　永平寺町選挙管理委員会　　　61-３９４１



広報永平寺２月号　4

資産・負債等の状況（貸借対照表）資産・負債等の状況（貸借対照表）

行政コストの状況（行政コスト計算書）行政コストの状況（行政コスト計算書）

資金収支の状況（資金収支計算書）資金収支の状況（資金収支計算書）

純資産の状況（純資産変動計算書）純資産の状況（純資産変動計算書）

　永平寺町では、町の財政状況を、よりわかりやすく理解していただく
ため、「新地方公会計制度　総務省方式改訂モデル」に基づいて、町や
一部事務組合など関連団体も含めた連結ベースで、連結財務書類を作成
しています。

（連結ベース　平成24年度末時点）

　貸借対照表は、資産がどれだけあり、その
資産をどのような財源（負債、純資産）で
賄ってきたかを一目でわかるように示したも
のです。左側（借方）に「資産」を表示し、
右側（貸方）に「負債」と資産と負債の差額
である「純資産」を表示しています。

（単位：百万円）

借方・貸方合計　62,671百万円（平成25年３月31日現在）

（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

平成24年度純資産増減結果
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収入 支出

　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産が、１年
間でどのように変動したかを表しています。
　純資産変動計算書では、地方税、地方交付税、国県
支出金などの財源が純資産の増加要因として計上さ
れ、行政コスト計算書で算出された純経常行政コスト
が、純資産の減少要因として計上されます。
　永平寺町では、期首純資産残高が427億3千2百万
円であったものが、純経常行政コストの発生による減少
要因で△95億7千9百万円、財源調達による増加要因
で、103億7千4百万円のプラスにより、期末純資産残
高が435億2千7百万円になりました。この期末純資産
残高が貸借対照表の純資産合計と一致します。

純経常行政コスト

9,579百万円
財源調達など

10,374百万円
期末純資産残高

43,527百万円
期首純資産残高

42,732百万円 － ＋ ＝

支出額15,091百万円 資金増減額303百万円
期末資金残高
4,582百万円収入額15,394百万円 － ＝

連結した
会　計
・
団　体

（永平寺町）一般会計、国民健康保険事業特別会
計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、
上水道事業会計

（一部事務組合）福井県市町総合事務組合、福井坂井地
区広域市町村圏事務組合、勝山・永平寺衛生管理組合、
五領川公共下水道事務組合、福井県自治会館組合、こし
の国広域事務組合、福井県後期高齢者医療広域連合

　行政コスト計算書は、１年間の行政活動
のうち、経常的な行政サービスにかかる経
費と、その行政サービスと直接結びつきの
ある使用料・手数料などの収益（特定の財
源）を分野別に対比させた財務書類です。
これにより、経常的な行政サービス経費に
ついて、税収や、国庫支出金などで賄うべ
き行政コストが示されます。
　永平寺町の純経常行政コストは、95億7
千9百万円となります。この金額が、地方
税、地方交付税や補助金などで賄うべきコ
ストになります。

　資金収支計算書は、資金の出入りの情報を、活動の
性質により分類して表示する財務書類です。「経常的
収支の部」、「公共資産整備収支の部」、「投資・財務的
収支の部」に分類することで、どの活動で資金を調達
し、どの活動で資金を使用しているのかをみることがで
きます。
　永平寺町においては、経常的収支額27億6百万円、
公共資産整備額△6億3千3百万円、投資・財務的収支
額△17億7千万円であり、経常的収支の部で生じた収
支余剰で公共資産整備収支の部と投資・財務的収支
の部の収支不足を補てんしています。この結果、当年
度資金増減額は3億3百万円となっています。これを期
首資金残高42億7千9百万円と合算することにより、期
末資金残高は45億8千2百万円となります。

生活インフラ　
国土保全 1,095

8%
教育 1,071

7%

環境衛生 851
6%

産業振興 903
6%

消防 389
3%

総務 1,177
8%

議会 110
１%

その他 377
3%

福祉 8,133
58%

経常的収支の部　　　公共資産整備収支の部　　　投資・財務的収支の部

経常行政コスト14,106百万円

連結財務書類

公共資産
　道路、橋、学校や下水道施設等の固定資産など
公共資産
　道路、橋、学校や下水道施設等の固定資産など

投資等
　目的基金や各種団体への出資金など
投資等
　目的基金や各種団体への出資金など

流動資産
　現金、預金、未収金や財政調整基金など
流動資産
　現金、預金、未収金や財政調整基金など

借方

収入　地方税、地方交付税など
支出　扶助費、社会保障費、人件費など
収入　地方税、地方交付税など
支出　扶助費、社会保障費、人件費など

収入　公共施設を整備するための補助金
支出　公共施設を整備するための費用
収入　公共施設を整備するための補助金
支出　公共施設を整備するための費用

収入　貸付金の回収や資産の売却など
支出　地方債償還や基金積み立てなど
収入　貸付金の回収や資産の売却など
支出　地方債償還や基金積み立てなど

固定負債
　支払期限が１年を超える起債償還額や引当金など
固定負債
　支払期限が１年を超える起債償還額や引当金など

流動負債
　支払期限が１年以内の起債償還額や引当金など
流動負債
　支払期限が１年以内の起債償還額や引当金など

純資産
　資産と負債の差額
純資産
　資産と負債の差額

貸方

公共資産
56,721

固定負債
17,303

純資産
43,527

流動負債
1,841

投資等
1,248

流動資産
4，702

11,72214,428

1,396

1,973763

203

42,732

43,527

平成24年度決算平成24年度決算 永平寺町連結財務書類の概要永平寺町連結財務書類の概要（永平寺町の
　財政のすがた）
（永平寺町の
　財政のすがた）

永平寺町
一般会計

永平寺町
特別会計

一部事務
組合等

経 常 的
収支の部
経 常 的
収支の部

公共資産整備
収支の部
公共資産整備
収支の部

投資･財務的
収支の部
投資･財務的
収支の部

純経常行政コスト9,５７９百万円経常収益 4,527百万円－ ＝
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資産・負債等の状況（貸借対照表）資産・負債等の状況（貸借対照表）

行政コストの状況（行政コスト計算書）行政コストの状況（行政コスト計算書）

資金収支の状況（資金収支計算書）資金収支の状況（資金収支計算書）

純資産の状況（純資産変動計算書）純資産の状況（純資産変動計算書）

　永平寺町では、町の財政状況を、よりわかりやすく理解していただく
ため、「新地方公会計制度　総務省方式改訂モデル」に基づいて、町や
一部事務組合など関連団体も含めた連結ベースで、連結財務書類を作成
しています。

（連結ベース　平成24年度末時点）

　貸借対照表は、資産がどれだけあり、その
資産をどのような財源（負債、純資産）で
賄ってきたかを一目でわかるように示したも
のです。左側（借方）に「資産」を表示し、
右側（貸方）に「負債」と資産と負債の差額
である「純資産」を表示しています。

（単位：百万円）

借方・貸方合計　62,671百万円（平成25年３月31日現在）

（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

平成24年度純資産増減結果
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収入 支出

　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産が、１年
間でどのように変動したかを表しています。
　純資産変動計算書では、地方税、地方交付税、国県
支出金などの財源が純資産の増加要因として計上さ
れ、行政コスト計算書で算出された純経常行政コスト
が、純資産の減少要因として計上されます。
　永平寺町では、期首純資産残高が427億3千2百万
円であったものが、純経常行政コストの発生による減少
要因で△95億7千9百万円、財源調達による増加要因
で、103億7千4百万円のプラスにより、期末純資産残
高が435億2千7百万円になりました。この期末純資産
残高が貸借対照表の純資産合計と一致します。

純経常行政コスト

9,579百万円
財源調達など

10,374百万円
期末純資産残高

43,527百万円
期首純資産残高

42,732百万円 － ＋ ＝

支出額15,091百万円 資金増減額303百万円
期末資金残高
4,582百万円収入額15,394百万円 － ＝

連結した
会　計
・
団　体

（永平寺町）一般会計、国民健康保険事業特別会
計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、
上水道事業会計

（一部事務組合）福井県市町総合事務組合、福井坂井地
区広域市町村圏事務組合、勝山・永平寺衛生管理組合、
五領川公共下水道事務組合、福井県自治会館組合、こし
の国広域事務組合、福井県後期高齢者医療広域連合

　行政コスト計算書は、１年間の行政活動
のうち、経常的な行政サービスにかかる経
費と、その行政サービスと直接結びつきの
ある使用料・手数料などの収益（特定の財
源）を分野別に対比させた財務書類です。
これにより、経常的な行政サービス経費に
ついて、税収や、国庫支出金などで賄うべ
き行政コストが示されます。
　永平寺町の純経常行政コストは、95億7
千9百万円となります。この金額が、地方
税、地方交付税や補助金などで賄うべきコ
ストになります。

　資金収支計算書は、資金の出入りの情報を、活動の
性質により分類して表示する財務書類です。「経常的
収支の部」、「公共資産整備収支の部」、「投資・財務的
収支の部」に分類することで、どの活動で資金を調達
し、どの活動で資金を使用しているのかをみることがで
きます。
　永平寺町においては、経常的収支額27億6百万円、
公共資産整備額△6億3千3百万円、投資・財務的収支
額△17億7千万円であり、経常的収支の部で生じた収
支余剰で公共資産整備収支の部と投資・財務的収支
の部の収支不足を補てんしています。この結果、当年
度資金増減額は3億3百万円となっています。これを期
首資金残高42億7千9百万円と合算することにより、期
末資金残高は45億8千2百万円となります。

生活インフラ　
国土保全 1,095

8%
教育 1,071

7%

環境衛生 851
6%

産業振興 903
6%

消防 389
3%

総務 1,177
8%

議会 110
１%

その他 377
3%

福祉 8,133
58%

経常的収支の部　　　公共資産整備収支の部　　　投資・財務的収支の部

経常行政コスト14,106百万円

連結財務書類

公共資産
　道路、橋、学校や下水道施設等の固定資産など
公共資産
　道路、橋、学校や下水道施設等の固定資産など

投資等
　目的基金や各種団体への出資金など
投資等
　目的基金や各種団体への出資金など

流動資産
　現金、預金、未収金や財政調整基金など
流動資産
　現金、預金、未収金や財政調整基金など

借方

収入　地方税、地方交付税など
支出　扶助費、社会保障費、人件費など
収入　地方税、地方交付税など
支出　扶助費、社会保障費、人件費など

収入　公共施設を整備するための補助金
支出　公共施設を整備するための費用
収入　公共施設を整備するための補助金
支出　公共施設を整備するための費用

収入　貸付金の回収や資産の売却など
支出　地方債償還や基金積み立てなど
収入　貸付金の回収や資産の売却など
支出　地方債償還や基金積み立てなど

固定負債
　支払期限が１年を超える起債償還額や引当金など
固定負債
　支払期限が１年を超える起債償還額や引当金など

流動負債
　支払期限が１年以内の起債償還額や引当金など
流動負債
　支払期限が１年以内の起債償還額や引当金など

純資産
　資産と負債の差額
純資産
　資産と負債の差額

貸方

公共資産
56,721

固定負債
17,303

純資産
43,527

流動負債
1,841

投資等
1,248

流動資産
4，702

11,72214,428

1,396

1,973763

203

42,732

43,527

平成24年度決算平成24年度決算 永平寺町連結財務書類の概要永平寺町連結財務書類の概要（永平寺町の
　財政のすがた）
（永平寺町の
　財政のすがた）

永平寺町
一般会計

永平寺町
特別会計

一部事務
組合等

経 常 的
収支の部
経 常 的
収支の部

公共資産整備
収支の部
公共資産整備
収支の部

投資･財務的
収支の部
投資･財務的
収支の部

純経常行政コスト9,５７９百万円経常収益 4,527百万円－ ＝
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12
月
２
日
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
授
与
式

　
退
任
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対

し
、
松
本
町
長
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
感
謝

状
・
福
井
県
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
33
年
間
務
め
た
島
田
美
惠
子
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
27
名
に
、
感
謝
状
を
授
与
し

た
松
本
町
長
は
「
地
域
福
祉
に
長
き
に
亘

り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
」

と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新

人
・
再
任
の

民
生
委
員
・

児
童
委
員
に

対
し
て
委
嘱
状
交
付
式
も
行
わ
れ
、
53
名

の
委
員
に
対
し
て
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

退
任
委
員
に
感
謝
状

松本町長より感謝状を受け取る島田さん

１
月
８
日
　
福
井
大
学
と
の
包
括
的

　
　
　
　
　
　
連
携
協
定
締
結
式

　
１
月
８
日
、
永
平
寺
町
役
場
に
お
い
て

国
立
大
学
法
人
福
井
大
学
と
永
平
寺
町
と

の
包
括
的
連
携
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
本
町
と
福
井
大
学
が
、
両
者

が
有
す
る
知
的
・
人
的
・
物
的
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
包
括
的
に
連
携
を

結
び
、
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
連
携
が
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
福
井
大
学 

眞
弓
学
長
は
「
合
併
前
の
松

岡
町
と
は
医
学
部
と
の
交
流
が
主
で
し
た

が
、
今
後
は
全
学
的
な
協
力
関
係
と
し
、

永
平
寺
町
と
地
域
の
問
題
解
決
に
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
松
本
町
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
・
教

育
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
・
防
災
な
ど

様
々
な
分
野
で
、
福
井
大
学
と
の
連
携
を

よ
り
強
化
し
、
地
域
住
民
に
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

様
々
な
分
野
で
町
と
大
学
が
連
携協定書を手にする松本町長と眞弓学長

　１月５日、永平寺ふれあいセンターで平成26年消防出初式が
行われました。
　新春を迎え、消防職団員の士気の高揚と住民の防火思想の普
及を図り、災害のない地域づくりに寄与することを目的として
行われたもので、消防職員・団員約330名が参加しました。
　視閲式・表彰式が行われた後に、九頭竜川鳴鹿大堰に会場を
移し、一斉放水を実施。
　今年１年間の災害のない町を祈り、決意を新たにしました｡

（順不同・敬称略）

消防団員たちによる一斉放水

松本町長ら関係者から激励を受ける視閲式

災害のないまちを願う永平寺町消防出初式災害のないまちを願う永平寺町消防出初式
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功　労　章（団員） 酒井　義博 吉野　文敏 荒井　昌晃 山口　 勇 伊藤　泰登 朝日たけみ
感　謝　状（退団） 紙谷　光弘 酒井　 繁  下 　清仁 花木　保之 油井　一法 宇野　 裕
 竹澤　清隆 南部恵美子 和田　孝志 竹澤　弘也 橋詰　秀雄 南保　和正
 中村　経人 国嶋　卓司 小畑　保典
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特別功労章    第62回福井県消防操法大会小型ポンプの部　優勝
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感　謝　状（退団） 紙谷　光弘 酒井　 繁  下 　清仁 花木　保之 油井　一法 宇野　 裕
 竹澤　清隆 南部恵美子 和田　孝志 竹澤　弘也 橋詰　秀雄 南保　和正
 中村　経人 国嶋　卓司 小畑　保典

【協会長表彰】
功　労　章 田中　 守 吉田　茂樹 加藤　公一 松川　勝英
 中村　充伸
永年勤続章 角谷　誠二 山田　秀和 石田　 治 鈴木　昌博
 松川　洋治 竹原　邦雄  嵐 　博之

【協会長表彰】
功　労　章 田中　 守 吉田　茂樹 加藤　公一 松川　勝英
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消費税率引き上げに伴う上下水道料金の変更について消費税率引き上げに伴う上下水道料金の変更について
　平成26年４月から消費税率が５％から８％に引き上げされることに伴い、上下水道料金も変更と
なります。今回の変更は消費税率のみの変更で、料金算出の元となる基本料金・超過料金・メー
ター貸付料の変更はありません。
　皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　なお、上下水道料金の変更は５月検針（６月請求分）からとさせていただきます。

上水道料金・下水道使用料表（平成26年５月検針分から）

１３mm

２０mm

２５mm

４０mm

５０mm

７５mm

100mm以上

１０㎥まで １,０８０円 １０８円

量　水　器
口　　　径

基　本　料　金 超過料金
（1㎥当り）

メーター貸付料

現地メーター 遠隔メーター

５４円

１０８円

１２９.６円

１９４.４円

４８６円

１,２９６円

２７０円

３４５.６円

３５６.４円

町 長 が

定 め る 額

町長が定める額

用　　　途

一般汚水

公衆浴場

１０㎥まで １,１８８円

１０㎥まで １,１８８円

基　本　料　金 超過料金（１㎥当り）

 11㎥ ～ 30㎥

 31㎥ ～ 50㎥

 51㎥ ～ 100㎥

 101㎥ ～ 1,000㎥

 1,001㎥ ～

 11㎥ ～

１２９.６円

１４０.４円

１６２円

１８３.６円

１９９.８円

５９.４円

○下水道使用料

○上水道料金 （１ヵ月　税込）

（１ヵ月　税込）
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12
月
２
日
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
授
与
式

　
退
任
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対

し
、
松
本
町
長
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
感
謝

状
・
福
井
県
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
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間
務
め
た
島
田
美
惠
子
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
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名
に
、
感
謝
状
を
授
与
し

た
松
本
町
長
は
「
地
域
福
祉
に
長
き
に
亘

り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
」

と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新

人
・
再
任
の

民
生
委
員
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児
童
委
員
に

対
し
て
委
嘱
状
交
付
式
も
行
わ
れ
、
53
名

の
委
員
に
対
し
て
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
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退
任
委
員
に
感
謝
状
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１
月
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日
　
福
井
大
学
と
の
包
括
的

　
　
　
　
　
　
連
携
協
定
締
結
式

　
１
月
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日
、
永
平
寺
町
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場
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国
立
大
学
法
人
福
井
大
学
と
永
平
寺
町
と

の
包
括
的
連
携
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
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町
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福
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両
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す
る
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人
的
・
物
的
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
包
括
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に
連
携
を

結
び
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窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ス
ピ
ー
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感
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も
っ
て
連
携
が
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
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井
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併
前
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岡
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医
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部
と
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流
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主
で
し
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が
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後
は
全
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的
な
協
力
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係
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し
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永
平
寺
町
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決
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た
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と
あ
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つ
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と
述
べ
ま
し
た
。
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県警音楽隊がやってきた！
12月15日　上志比ニンキ―キッズ クリスマス会
　毎年恒例の上志比ニンキ―キッズクラブのクリスマス
会が行われ、約180名の親子が上志比文化会館サンサン
ホールに集まりました。
　バルーンアーティストはなちゃんによるバルーンアート
ショーでは、親子でバルーンアートに挑戦。風船で可愛ら
しいリースを作りました。
　その後、会場に福井県警察音楽隊が登場し、クリス
マスソングやアニメソングを演奏。音楽隊が奏でるリ
ズミカルな曲に乗って踊り出す児童もいました。ま
た、交通安全寸劇も行われ、交通事故防止を呼びかけ
ました。
　参加した親子は「音楽隊の演奏を聴いてクリスマス気
分が高まりました」と満足そうに帰っていきました。

　松岡公民館にて“男の料理教室”が12月８日に行われ、
17名が魚さばきに挑戦しました。
　食料品店かめやの櫻井直文さんに講師をお願いし、ア
ジ、ふくらぎ、イカの３種を調理。
　包丁を使い慣れていない参加者も多く、左手の添え
方、包丁の角度などのポイントを教わりながら、先生の見
事な包丁さばきに「ほぉ～」と感心しながら見とれていま
した。いざ調理に入ると、慣れない生魚と包丁に悪戦苦闘
している姿があちらこちらで見受けられました。
　「どうしても力が入ってしまう。アドバイス通り力まず、
すぅ～っと包丁を引くと上手く身が切て気持ちが良かっ
た」「これを機に家でも魚は僕が担当してさばきます」
と、日頃の炊事にも協力を誓う人もいました。

アブラギリの
  油を搾ったよ！

11月30日

古代っ子クラブ
アブラギリ搾油体験

　松岡古墳群を守り、
古代ロマンを研究する
越の国里づくりの会が
運営する「古代っ子ク
ラブ」が、11月30日 松岡公民館にて、永平寺町で採れ
たアブラギリの種から油を搾る搾油体験を行いまし
た。
　古代っ子クラブの児童たちは、アブラギリ活用プロ
ジェクトの皆さんらが搾油している作業をお手伝い。
自らが搾ったアブラギリ油に浸けた麻ひもに火をつ
け、揺らめく炎を眺めていました。
　この作業の日はクラブ活動の最終日とあり、子ども
たちが活動で田植え・収穫体験したお米を炊き、クル
ミを粗くつぶしたものや大根・ニンジンなどが入った
汁物“古代汁”も作り『収穫祭』として１年間の活動
を振り返りました。

あらじんさんの絵本の世界へ
12月６日　志比小学校　絵本ライブ

　父親子育て応援団“パパジャングル”の理事長 荒巻 仁さ
ん（あらじん）をお招きし、絵本にBGMや効果音を付けて
演じる「絵本ライブ」を志比小学校で行いました。
　これは、普段の授業では伝わりにくい差別やいじめなど
の問題を、絵本で紹介することによって、児童たちにわかり
やすい“人権教育”の一環として催したものです。
　あらじんさんは、ユーモアたっぷりで思わず笑いが出ちゃ
う作品のほか、友達を守る勇気や人手の温もりが伝えられ
るもの、人と人との助け合いの心が描かれているものなど
５作品を披露。『むらをすくったかえる』では、主人公のカエ
ルにいじめや差別が行われるが、命を張って村を守るとい
うお話に児童たちは、「じ～んときた」「心が温かくなった」
などと感想を述べました。

地元に古くから伝わる“雅楽”を体験
11月21日　上志比中学校　和楽器体験授業

　上志比地区に古くから伝わる伝統芸能雅楽を体験する
「和楽器体験授業」が11月21日に上志比中学校１、２年生を
対象に行われました。
　指導者に浅見雅楽の皆さんをお迎えし、雅楽の歴史や使
用する楽器の紹介、また、古くから浅見地区に存在した雅楽
会を引き継いできた経緯説明を受けました。
　浅見雅楽の皆さんによる演奏後、生徒たちは班に分かれ、
和楽器を手に取り、音出しに挑戦しました。「こんなに息を
吹き入れてるのに音が出ない。酸欠になってしまう」と苦し
そうな表情。浅見雅楽の先生から、お腹からの息を吹き込む
コツを教えてもらっていました。
　最後に、生徒代表の７人が雅楽の衣装に着替えて演奏。教
室が昔にタイムスリップしたような空間になりました。

櫻
井
先
生
か
ら

　
　

 

包
丁
の
角
度
を
学
ぶ
参
加
者

県
警
音
楽
隊
の
皆
さ
ん

搾
油
器
で
絞
り
出
さ
れ
る
油
を
眺
め
る
児
童

身近なものを使って楽しく体を動かそう！
12月１日　松岡地域連絡協議会「親子のつどい」
　松岡地区連絡協議会（母親クラブ）が12月１日、御
陵幼児園にて「親子のつどい」を行い62組160人の親
子が参加しました。
　講師にエーアイきっずくらぶ坪田誠一郎さんをお招
きし、身近にあるものを使って家の中でできる、簡単
な体操遊びを教わりました。
　坪田先生は「最近はこのような集いにお父さんも積
極的に参加する姿が見受けられる。とっても良いこと
です。遊びを通じて親子でふれあえる時間を増やしま
しょう！」と呼びかけました。
　体操遊びは、運動神経の基本、見る・取る・掴む・
蹴るなどの動作をタオルやレジ袋を使ってできるもの
で、親子一緒に楽しく体を動かしていました。

体
操
遊
び
を
楽
し
む
親
子

　第29回FUKUIスーパーレディース駅伝協賛イベ
ント「わんぱく駅伝」が、11月10日に県営陸上競
技場にて行われました。男子の部に48チームがエ
ントリーされ、松岡小学校「松岡バスケットクラ
ブ」が見事優勝！松岡小学校としては２連覇を達
成しました。
　第一走者の清水翔太くんは「とにかく緊張しました」とスタート時を振り返りました。清水くんは断ト
ツの速さで第二走者の伊地大亮くんへタスキをつなぎました。伊地くんは「リードがあったので、とにか
く自分のペースを守った」と話し、第三走者の竹内崇成くんは「２位のチームとの差をもっとつけようと
頑張った」と第四走者の上杉有弘くんへ余裕のタスキリレー。「練習の成果を出したかった」と、上杉く
んからアンカーの山岡純也くんへ。山岡くんは、ゴールテープを切る瞬間「やった！２連覇達成！！」と
心の雄叫びを上げました。コーチの南部先生は「いつも明るく、ここぞ！という時に力を発揮できるチー
ム」と練習した日々を振り返りながら話しました。
　５人は「ぼくたちが残した記録を目標に、来年も連覇してください！」と後輩たちにも、タスキなら
ぬ、期待を込めたメッセージを送りました。

PICK UP!PICK UP!

体
育
館
で
行
わ
れ
た

絵
本
ラ
イ
ブ

11月10日　2013わんぱく駅伝　松岡小学校

２０１３わんぱく駅伝
男子２連覇達成！！
２０１３わんぱく駅伝
男子２連覇達成！！

写真左から：南部先生、上杉くん、山岡くん、竹内くん、伊地くん、清水くん

浅
見
雅
楽
の
演
奏
を
聴
く

生
徒
た
ち

魚をさばいてみよう！
12月８日　男の料理教室「魚のさばき方」
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県警音楽隊がやってきた！
12月15日　上志比ニンキ―キッズ クリスマス会
　毎年恒例の上志比ニンキ―キッズクラブのクリスマス
会が行われ、約180名の親子が上志比文化会館サンサン
ホールに集まりました。
　バルーンアーティストはなちゃんによるバルーンアート
ショーでは、親子でバルーンアートに挑戦。風船で可愛ら
しいリースを作りました。
　その後、会場に福井県警察音楽隊が登場し、クリス
マスソングやアニメソングを演奏。音楽隊が奏でるリ
ズミカルな曲に乗って踊り出す児童もいました。ま
た、交通安全寸劇も行われ、交通事故防止を呼びかけ
ました。
　参加した親子は「音楽隊の演奏を聴いてクリスマス気
分が高まりました」と満足そうに帰っていきました。

　松岡公民館にて“男の料理教室”が12月８日に行われ、
17名が魚さばきに挑戦しました。
　食料品店かめやの櫻井直文さんに講師をお願いし、ア
ジ、ふくらぎ、イカの３種を調理。
　包丁を使い慣れていない参加者も多く、左手の添え
方、包丁の角度などのポイントを教わりながら、先生の見
事な包丁さばきに「ほぉ～」と感心しながら見とれていま
した。いざ調理に入ると、慣れない生魚と包丁に悪戦苦闘
している姿があちらこちらで見受けられました。
　「どうしても力が入ってしまう。アドバイス通り力まず、
すぅ～っと包丁を引くと上手く身が切て気持ちが良かっ
た」「これを機に家でも魚は僕が担当してさばきます」
と、日頃の炊事にも協力を誓う人もいました。

アブラギリの
  油を搾ったよ！

11月30日

古代っ子クラブ
アブラギリ搾油体験

　松岡古墳群を守り、
古代ロマンを研究する
越の国里づくりの会が
運営する「古代っ子ク
ラブ」が、11月30日 松岡公民館にて、永平寺町で採れ
たアブラギリの種から油を搾る搾油体験を行いまし
た。
　古代っ子クラブの児童たちは、アブラギリ活用プロ
ジェクトの皆さんらが搾油している作業をお手伝い。
自らが搾ったアブラギリ油に浸けた麻ひもに火をつ
け、揺らめく炎を眺めていました。
　この作業の日はクラブ活動の最終日とあり、子ども
たちが活動で田植え・収穫体験したお米を炊き、クル
ミを粗くつぶしたものや大根・ニンジンなどが入った
汁物“古代汁”も作り『収穫祭』として１年間の活動
を振り返りました。

あらじんさんの絵本の世界へ
12月６日　志比小学校　絵本ライブ

　父親子育て応援団“パパジャングル”の理事長 荒巻 仁さ
ん（あらじん）をお招きし、絵本にBGMや効果音を付けて
演じる「絵本ライブ」を志比小学校で行いました。
　これは、普段の授業では伝わりにくい差別やいじめなど
の問題を、絵本で紹介することによって、児童たちにわかり
やすい“人権教育”の一環として催したものです。
　あらじんさんは、ユーモアたっぷりで思わず笑いが出ちゃ
う作品のほか、友達を守る勇気や人手の温もりが伝えられ
るもの、人と人との助け合いの心が描かれているものなど
５作品を披露。『むらをすくったかえる』では、主人公のカエ
ルにいじめや差別が行われるが、命を張って村を守るとい
うお話に児童たちは、「じ～んときた」「心が温かくなった」
などと感想を述べました。

地元に古くから伝わる“雅楽”を体験
11月21日　上志比中学校　和楽器体験授業

　上志比地区に古くから伝わる伝統芸能雅楽を体験する
「和楽器体験授業」が11月21日に上志比中学校１、２年生を
対象に行われました。
　指導者に浅見雅楽の皆さんをお迎えし、雅楽の歴史や使
用する楽器の紹介、また、古くから浅見地区に存在した雅楽
会を引き継いできた経緯説明を受けました。
　浅見雅楽の皆さんによる演奏後、生徒たちは班に分かれ、
和楽器を手に取り、音出しに挑戦しました。「こんなに息を
吹き入れてるのに音が出ない。酸欠になってしまう」と苦し
そうな表情。浅見雅楽の先生から、お腹からの息を吹き込む
コツを教えてもらっていました。
　最後に、生徒代表の７人が雅楽の衣装に着替えて演奏。教
室が昔にタイムスリップしたような空間になりました。

櫻
井
先
生
か
ら

　
　

 

包
丁
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角
度
を
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者
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音
楽
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の
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油
器
で
絞
り
出
さ
れ
る
油
を
眺
め
る
児
童

身近なものを使って楽しく体を動かそう！
12月１日　松岡地域連絡協議会「親子のつどい」
　松岡地区連絡協議会（母親クラブ）が12月１日、御
陵幼児園にて「親子のつどい」を行い62組160人の親
子が参加しました。
　講師にエーアイきっずくらぶ坪田誠一郎さんをお招
きし、身近にあるものを使って家の中でできる、簡単
な体操遊びを教わりました。
　坪田先生は「最近はこのような集いにお父さんも積
極的に参加する姿が見受けられる。とっても良いこと
です。遊びを通じて親子でふれあえる時間を増やしま
しょう！」と呼びかけました。
　体操遊びは、運動神経の基本、見る・取る・掴む・
蹴るなどの動作をタオルやレジ袋を使ってできるもの
で、親子一緒に楽しく体を動かしていました。

体
操
遊
び
を
楽
し
む
親
子

　第29回FUKUIスーパーレディース駅伝協賛イベ
ント「わんぱく駅伝」が、11月10日に県営陸上競
技場にて行われました。男子の部に48チームがエ
ントリーされ、松岡小学校「松岡バスケットクラ
ブ」が見事優勝！松岡小学校としては２連覇を達
成しました。
　第一走者の清水翔太くんは「とにかく緊張しました」とスタート時を振り返りました。清水くんは断ト
ツの速さで第二走者の伊地大亮くんへタスキをつなぎました。伊地くんは「リードがあったので、とにか
く自分のペースを守った」と話し、第三走者の竹内崇成くんは「２位のチームとの差をもっとつけようと
頑張った」と第四走者の上杉有弘くんへ余裕のタスキリレー。「練習の成果を出したかった」と、上杉く
んからアンカーの山岡純也くんへ。山岡くんは、ゴールテープを切る瞬間「やった！２連覇達成！！」と
心の雄叫びを上げました。コーチの南部先生は「いつも明るく、ここぞ！という時に力を発揮できるチー
ム」と練習した日々を振り返りながら話しました。
　５人は「ぼくたちが残した記録を目標に、来年も連覇してください！」と後輩たちにも、タスキなら
ぬ、期待を込めたメッセージを送りました。

PICK UP!PICK UP!

体
育
館
で
行
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絵
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ラ
イ
ブ

11月10日　2013わんぱく駅伝　松岡小学校

２０１３わんぱく駅伝
男子２連覇達成！！
２０１３わんぱく駅伝
男子２連覇達成！！

写真左から：南部先生、上杉くん、山岡くん、竹内くん、伊地くん、清水くん

浅
見
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楽
の
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を
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ち

魚をさばいてみよう！
12月８日　男の料理教室「魚のさばき方」
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図 書 館
町立図書館（松岡）  61-7117
町立図書館永平寺館  63-3111
町立図書館上志比館  64-3170

開館時間▶10時～ 18時
　※町立図書館は火・木曜日10時～ 20時
貸出▶書籍資料10冊　視聴覚資料2点まで

お知らせ おすすめ図書

新着図書

だ よ り

INFO PUSH

NEW

『箱根駅伝』
読売新聞運動部／著

（中央公論新社）

『やあ、やあ、やあ！おじいちゃんがやってきた』

２
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

■町立図書館（松岡）
　ソチ五輪
■町立図書館永平寺館
　（一般書）　春の物語
　（児童書）　オニのほん
■町立図書館上志比館
　詩歌

　対象：平成25年６月１日
　　　　　　　　～平成25年11月30日生まれ
　日程：２月６日（木）　上志比保健センター
　　　　２月７日（金）　永平寺保健センター
　　　　２月12日（水）・13日（木）
　　　　　　　　　　　　松岡保健センター
　時間：14時～15時
※受講券と母子健康手帳を持って、赤ちゃんと
　一緒にお越しください。

　昨年12月に実施したチャリティーバザーの収
益は、7,691円でした。この収益は、永平寺町
社会福祉協議会に寄付させていただきました。
　また、古本市の収益につきましては、役場の
会計に納入いたしました。

　日時：２月22日（土）　10:30～11:00
　場所：町立図書館（松岡）
　内容：長い風船で、剣やお花などをつくりま
　　　　す。

一
般
書

児
童
書

子どもの難問 野矢　茂樹
えんじょもんの金沢逍遥 丸山　久美子
これからの日本、経済より大切なこと 池上　彰
作ってあそべる製作ずかん 今野　道裕
医学的根拠とは何か 津田　敏秀
住まいの仕組み事典 間宮　良行
イマドキの野生動物 宮崎　学
現代語訳竹取物語 川端　康成
越前宰相秀康 梓澤　要
妻が椎茸だったころ 中島　京子
ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。 マララ･ユスフザイ
気をつけよう！ＳＮＳ　１ 小寺　信良
江戸のお店屋さん 藤川　智子
マローンおばさん エリナー・ファージョン
くまくまパン 西村　敏雄

「１秒」を争い、様々な思いを
込めて箱根を駆けぬけた選手た
ちの物語です。箱根駅伝の歴史
とドラマを感じると同時に、箱
根をステップに世界へと駆ける
ランナーが生まれることを願っ
てしまう一冊でもあります。

転校生としてぼくのクラスにぼ
くのおじいちゃんがやってき
た。こくごのじかん、ともだち
を紹介しあうことになったぼく
は、となりの席のおじいちゃん
のいいところが見つからず、家
族に聞いてみるのですが…。笑
えて楽しくなる本です。

●ブックスタートを実施します

●チャリティーの収益について

●ふうせんであそぼう！

村上しいこ／作
山本孝／絵
（ＢＬ出版）

行事案内
●おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）毎週土曜日 10:30～11:00
　永平寺館　２月15日（土）・３月８日（土）
 11:00～11:30

行事案内

鈴木昌勝写真展「冬・浄法寺山」ぷち★ぎゃらりぃ
in永平寺館

ぷち★ぎゃらりぃ
in永平寺館 期間：１月７日（火）～２月27日（木）

２月開館カレンダー ■休館

 日 月 火 水 木 金 土
 ９ 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 3/1
 ２ 3 4 5 6 7 8

…
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個別予防接種
予防接種名 対　　　象   者

乳幼児健診日程
健診内容 対　　　象　　　児 場　所 受付時間日　　程

松岡保健センター　  61-0111

※他の市町へ転出された場合は、永平寺町での予防接種はできません。転出先の市町でご確認ください。

★対象者には町から問診票を送付します。通知をご確認の上、期間内に接種しましょう
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してください。
★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。

松岡保健
センター

今月の
予防接種対象者
今月の
予防接種対象者

●永平寺町健康づくり１１（いい）からだ条
第９条　たばこは吸わない　～あなたの禁煙、応援します～ 

13時30分
　　　　～14時

11からだ
づくりして
ますか？ 　たばこの煙は本人が吸い込む主流煙と火のついたたばこの先から立ち上がる副流煙

があり、副流煙は主流煙よりも2～４倍も有害です。たばこの害は喫煙者のみなら
ず、周囲の人にも害がおよびます。

 ヒブワクチン 平成25年11月１日～平成25年11月30日生まれ
 小児用肺炎球菌ワクチン 平成25年11月１日～平成25年11月30日生まれ
 四種混合１期 初回　平成25年10月１日～平成25年10月31日生まれ
 （ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ） 追加　平成24年７月１日～平成24年７月31日生まれ
 ＢＣＧ 平成25年８月１日～平成25年８月31日生まれ
 麻しん・風しん　１期 平成25年１月１日～平成25年１月31日生まれ
 

日本脳炎１期
 初回　平成23年１月１日～平成23年１月31日生まれ

  追加　平成21年10月１日～平成21年10月31日生まれ

今年度のがん検診を受け、要精密検査と判定された方、精密検査を
お受けになりましたか。
まだの方は、早急に医療機関での精密検査の受診をお勧めします。
がんは、早期発見・早期治療が必要です。
不明な点やご相談は松岡保健センター61-0111までご連絡ください。

麻しん・風しん予防接種（ＭＲ）はお済みですか？麻しん・風しん予防接種（ＭＲ）はお済みですか？
麻しんや風しんは感染力が強い感染症で、予防にはワクチン（予防接種）が効果的です。
麻しん・風しん予防接種（ＭＲ）の対象者には個別通知しています。通知書を確認の上、
接種して下さい。

 1歳6か月健診 平成24年６月16日～７月31日生まれ ２月26日（水）

 3歳児健診 平成22年12月16日～平成23年１月31日生まれ ２月25日（火）

がん検診の
精密検査に
ついて

がん検診の
精密検査に
ついて

…
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風船リレーでお父さんの服をパンパンに
しちゃおう！
（12月15日
　　  上志比ニンキ―キッズX’mas会）
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に
て
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施
）
を
受
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で
き
る
人

・日　　時　３月２日（日）　９時～12時
・場　　所　上志比文化会館サンサンホール
・内　　容　心肺蘇生法・AED・三角巾講習　ほか
・対　　象　永平寺町民および福井大学生
・申込方法　福井大学医学部または町消防本部まで
　電話またはFAX、メールにてお申し込みください。
・申込締切　２月14日（金）

つながれ地域の絆
　～学ぼう！災害時の応急手当～
つながれ地域の絆
　～学ぼう！災害時の応急手当～

 問合せ・申込み
　福井大学医学部  　　61-8556
 E-mail:sakaiaki@u-fukui.ac.jp
　永平寺町消防本部  61-0179 61-0168
 E-mail:shobo@town.eiheiji.lj.jp

■
募
集
予
定
人
員
　
２
名

■
募
集
締
切
　
３
月
20
日
（
木
）

 

問
合
せ

　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０

おっぱいと母乳の相談会おっぱいと母乳の相談会
ママのためのおしゃべりサロンママのためのおしゃべりサロン

２月26日（水）開催

　「おっぱいが足りているのか心配」「おっぱ
いが出ない」「断乳っていつから、どうやって
するの？」など、子育て中のお母さんにとっ
て、おっぱいの悩みはつきないはず。そんな、
お母さんの悩みに助産師がお答えいたします。
多くのお母さんの参加をお待ちしております。
　日　時　２月26日（水）
　時　間　10時30分～11時30分
　場　所　松岡保健センター
　　　　　（松岡福祉総合センター内）
　講　師　開業助産師　塚原　敦子氏
　対　象　町内在住の１歳未満の児と保育者
　費　用　無料
　★事前の申し込みはいりません。当日会場に
　　お越しください

 問合せ　松岡保健センター　　61-0111

永平寺町は福井大学との連携のもと、安心して暮らす地域
づくりを目指しています。
災害時における応急手当法を消防救命士と福井大学医学部
生がわかり易くご説明します。
参加費は無料！いざという時に役に立つ講習です。
是非、ご近所の皆さんやお友達同士お誘い合わせのうえ、
お申し込み下さい！

文科省「地（知）の拠点整備事業」

ととほっほっ

交通安全活動を推進する交通指導員を募集します！
　永平寺町交通指導員会は、町民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通事故防止の
徹底を図ることを目的として活動しています！

  主な活動内容
　・早朝の交差点での街頭交通指導
　・公共的な催し物での交通指導、交通整理
　・小中学校、幼稚園・幼児園における
　　交通安全教室など

  募集人員
　4名程度
　※特に、吉野地区、御陵地区、松岡芝原地区、
　　上志比地区の人、大歓迎
　※幼児と接する機会も多いので、女性大歓迎

  応募資格
　・永平寺町民で、20歳以上65歳以下
　（男女問いません）
　・普通運転免許証を所有している人
　・交通安全の推進活動に興味のある健康な人

  任期
　平成26年4月1日～平成28年3月31日までの2年間 
　（以降、更新有り）

  報酬・報償
　有り

  その他
　制服等貸与

  応募方法
　履歴書を総務課生活安全室にご提出ください。
　後日、面接の日程をご連絡します。

  応募締切
　３月７日（金）

  問合せ・申込み先
　総務課 生活安全室　　　61-3941

　昨年、日本料理が世界無形文化遺産になりました。世界の人々は、日本料理の何をそこまで評価して
くれたのでしょうか？
　日本料理にあらわれている“日本のこころ”こそが、素敵な宝物なのだと認められたのではないで
しょうか？
　この講演会で、古くから日本人が大事にしてきた「日本のこころ」を、食をテーマに考えます。
皆さまお誘いあわせの上、是非ご参加下さい。

第３回『禅の里』まちづくり講演会

日　　時 ２月22日（土） 13時～16時（開場12時）

会　　場 上志比文化会館サンサンホール

料　　金 無料

定　　員 450名

申込方法 永平寺町観光物産協会にお電話、FAXにてお申込ください。

申込･問合先 永平寺町観光物産協会　TEL 63－1188　　FAX 63－4400

 ※FAXでお申し込みの場合、『「禅の里」まちづくり講演会 申込み』と明記し、

 　名前、住所、電話・FAX番号、参加人数をご記入ください。
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交通安全活動を推進する交通指導員を募集します！
　永平寺町交通指導員会は、町民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通事故防止の
徹底を図ることを目的として活動しています！

  主な活動内容
　・早朝の交差点での街頭交通指導
　・公共的な催し物での交通指導、交通整理
　・小中学校、幼稚園・幼児園における
　　交通安全教室など

  募集人員
　4名程度
　※特に、吉野地区、御陵地区、松岡芝原地区、
　　上志比地区の人、大歓迎
　※幼児と接する機会も多いので、女性大歓迎

  応募資格
　・永平寺町民で、20歳以上65歳以下
　（男女問いません）
　・普通運転免許証を所有している人
　・交通安全の推進活動に興味のある健康な人

  任期
　平成26年4月1日～平成28年3月31日までの2年間 
　（以降、更新有り）

  報酬・報償
　有り

  その他
　制服等貸与

  応募方法
　履歴書を総務課生活安全室にご提出ください。
　後日、面接の日程をご連絡します。

  応募締切
　３月７日（金）

  問合せ・申込み先
　総務課 生活安全室　　　61-3941

　昨年、日本料理が世界無形文化遺産になりました。世界の人々は、日本料理の何をそこまで評価して
くれたのでしょうか？
　日本料理にあらわれている“日本のこころ”こそが、素敵な宝物なのだと認められたのではないで
しょうか？
　この講演会で、古くから日本人が大事にしてきた「日本のこころ」を、食をテーマに考えます。
皆さまお誘いあわせの上、是非ご参加下さい。

第３回『禅の里』まちづくり講演会

日　　時 ２月22日（土） 13時～16時（開場12時）

会　　場 上志比文化会館サンサンホール

料　　金 無料

定　　員 450名

申込方法 永平寺町観光物産協会にお電話、FAXにてお申込ください。

申込･問合先 永平寺町観光物産協会　TEL 63－1188　　FAX 63－4400

 ※FAXでお申し込みの場合、『「禅の里」まちづくり講演会 申込み』と明記し、

 　名前、住所、電話・FAX番号、参加人数をご記入ください。
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情報

く ら し の

町の花「梅」

　
福
井
県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院
で

は
、
一
般
住
民
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
認
知
症
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
３
月
７
日
（
金
）
13
時
〜
15
時
55
分

「
認
知
症
の
基
礎
知
識
と
介
護
の
ポ
イ
ン

　
ト
」

　
認
知
症
に
な
る
病
気
っ
て
？
認
知
症
っ

て
な
お
る
の
？
介
護
っ
て
む
ず
か
し
い
？

な
ど
、
ま
ず
は
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
ま

し
ょ
う
。

◎
３
月
14
日
（
金
）
13
時
〜
15
時
40
分

「
認
知
症
に
関
す
る
制
度
と
相
談
窓
口
」

　
介
護
保
険
っ
て
何
？
家
族
の
様
子
が
お

か
し
い…

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？

な
ど
、
困
っ
た
時
の
相
談
窓
口
の
紹
介
や

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◎
３
月
28
日
（
金
）
13
時
〜
15
時
55
分

「
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
！
」

　
で
き
る
こ
と
な
ら
認
知
症
に
な
り
た
く

な
い
！
予
防
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

申
込･

問
合

　
福
井
県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院

 

98-

２
７
０
０

認
知
症
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
３
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所
　
福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
福
井
市
西
木
田
２
丁
目
８ｰ

８

内
　
容
　
個
別
相
談
・
無
料

　
　
　
　
（
予
約
制
　
一
人
30
〜
40
分
）

　
心
の
悩
み
や
治
療
・
法
律
・
仕
事
・
生

活
・
福
祉
な
ど
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
、

精
神
科
医
師
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

就
労
関
係
者
、
保
健
師
な
ど
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

 

申
込
み
　
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
健
康
増
進
課 

36ｰ

３
４
２
９

＊
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心

　
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
案
内

　
法
律
問
題
を
は
じ
め
、
日
頃
く
ら
し
の

中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
弁
護
士

や
金
融
の
専
門
家
な
ど
が
お
応
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

・
勝
山
労
働
福
祉
会
館

　
３
月
１
日
（
土
）
13
時
〜
16
時
　

・
高
椋
公
民
館

　
３
月
２
日
（
日
）
９
時
〜
12
時

 

問
合
せ
　
福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

 

21-

５
９
２
９

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井

 

０
１
２
０-

６
２
９-

４
１
７

「
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」実
施

問合せ　子育て支援課　　61-7250

平成26年４月採用の嘱託職員を募集します。

職種および採用予定数
　①保育士…………………………………若干名
　②子育て支援センター指導員…………１名
　③放課後児童クラブ指導員……………３名
勤務期間
　平成26年４月１日～
　　　　　　平成27年３月31日（継続可）
応募資格
　・年齢不問・健康な人
　・①・②は保育士または幼稚園教諭要資格
　　（平成26年３月31日までに資格取得見込
　　　みを含む）
申込方法
　履歴書にそれぞれの資格証明書を添えて、子
育て支援課へ持参（郵送可）
申込締め切り
　２月28日（金）

※詳細につきましてはお問合せください

嘱託職員を募集します嘱託職員を募集します

　
養
育
費
は
子
ど
も
の
権
利
で
、
子
ど
も

が
自
立
す
る
ま
で
親
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。
養
育
費
の
悩
み
に
相
談
員
が
相
談
を

受
け
、
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親

家
庭
・
寡
婦
家
庭
の
不
安
・
悩
み
な
ど
の

相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
17
日
（
月
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

 

問
合
せ

母
子
家
庭
等
就
業･

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

 

21ｰ

０
７
３
３

福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

 

36ｰ

２
８
５
７

ひ
と
り
親
家
庭
養
育
費
等

　
　巡
回
相
談
を
開
催
し
ま
す

広報永平寺１月号にて掲載されました記事に間違いがありました。

　P４　○誤　福井商業高校チアダンス部JETS　　北川　綾菜さん
　　　　　　　　　　　　　　↓
　　  　○正　福井商業高校チアリーダー部JETS　北川　綾奈さん

　P20　大本山永平寺への遊歩道名称募集
　　　　○誤　来春に完成予定　　→　○正　今春に完成予定

関係各位におかれましてご迷惑をおかけいたしました。
訂正しお詫び申し上げます。

～お詫びと訂正～～お詫びと訂正～

山田　　蓮 ちゃん
３才（松岡室）

歌って踊ってが大好きな
連ちゃんです。
今は、ひらがなをたくさん
覚えられるようにがんばっ
てるよ!!

 

山下　侑真 くん
２才（松岡観音）

ゆうま

れん

おしゃべりがだいぶ上手に
なりました。お歌が大好き
でよく歌っていて、家の中
を明るくしてくれます♥

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
　
　
総
務
課

 

61ｰ

３
９
４
１

〝
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
〞

　『町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す
！

窓
口
延
長

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
永
平
寺
町
役
場
（
本
庁
）
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
住
民
票
や
戸
籍
お
よ
び
税
証
明

な
ど
の
発
行
業
務
を
19
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

　
日
中
、
忙
し
く
て
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
、
お
仕
事
帰
り
に
も

よ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

窓
口
延
長
に
て
お
取
扱
い
で
き
な
い
手

　
続
き
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

問
合
せ

　
　
住
民
生
活
課 

61ｰ

３
９
４
５

　
　
税
務
課 

61ｰ

３
９
４
４

　
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０

●ある販売業者が
　提供する商品や
　権利等を、勧誘
　業者が「購入額以
　上で買い取る」　
　「謝金を支払う」
　など、あたかも
　消費者の利益に

なるかのような説明で契約させよう
とする、劇場型勧誘（買え買え詐
欺）の相談が後を絶ちません。
●事例の他にも、不審に思って申し
　込みをやめようとすると「支払わ
　なければ裁判にする」などと脅し
　てきたり、自宅を担保に借金まで
　させて購入を強要したりするケー
　スも見られます。
●実際に勧誘業者の言う通りに消費
　者が利益を得られたケースはこれ
　まで一件も確認されておらず、お
　金を渡してしまうと取り戻すのは
　極めて困難です。
　うまい話はありません。きっぱり
　断りましょう。
●困ったときは、お住まいの自治体
　の消費生活センターなどにご相談
　ください。

 問合せ　総務課　    61ー3941

見守り
新鮮情報
永平寺町消費者
相談コーナー

申し込むだけで謝礼！?
「買え買え詐欺」に注意！

 「レアアース」を扱っているというA社の社債に
 関するパンフレットが届いた。その後B社から
 「A社の社債を欲しがっている貿易商がいるが、案

 内が届いた人しか買えない。代わりに50口申し
 込んでほしい」と電話があった。「お金は貿易
 商が支払うので用意する必要はない。申し込み
1口につき3万円の謝礼をする」との
ことだった。申し込むだけで謝礼が
もらえるならと申し込んだ。
ところがA 社から「監査が入り『名義

人と振込人が違うのは問題だ』と指摘

された。貿易商が帰国したら返すので

代わりに入金してほしい」と言わ
れ、200万円を振り込んだ。
本当に返してもらえるだろうか。（60 歳代　男性）
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山田　　蓮 ちゃん
３才（松岡室）

歌って踊ってが大好きな
連ちゃんです。
今は、ひらがなをたくさん
覚えられるようにがんばっ
てるよ!!

 

山下　侑真 くん
２才（松岡観音）

ゆうま

れん

おしゃべりがだいぶ上手に
なりました。お歌が大好き
でよく歌っていて、家の中
を明るくしてくれます♥

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
　
　
総
務
課

 

61ｰ

３
９
４
１

〝
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
〞

　『町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す
！

窓
口
延
長

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
永
平
寺
町
役
場
（
本
庁
）
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
住
民
票
や
戸
籍
お
よ
び
税
証
明

な
ど
の
発
行
業
務
を
19
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

　
日
中
、
忙
し
く
て
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
、
お
仕
事
帰
り
に
も

よ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

窓
口
延
長
に
て
お
取
扱
い
で
き
な
い
手

　
続
き
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 
問
合
せ

　
　
住
民
生
活
課 

61ｰ

３
９
４
５

　
　
税
務
課 

61ｰ

３
９
４
４

　
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０

●ある販売業者が
　提供する商品や
　権利等を、勧誘
　業者が「購入額以
　上で買い取る」　
　「謝金を支払う」
　など、あたかも
　消費者の利益に

なるかのような説明で契約させよう
とする、劇場型勧誘（買え買え詐
欺）の相談が後を絶ちません。
●事例の他にも、不審に思って申し
　込みをやめようとすると「支払わ
　なければ裁判にする」などと脅し
　てきたり、自宅を担保に借金まで
　させて購入を強要したりするケー
　スも見られます。
●実際に勧誘業者の言う通りに消費
　者が利益を得られたケースはこれ
　まで一件も確認されておらず、お
　金を渡してしまうと取り戻すのは
　極めて困難です。
　うまい話はありません。きっぱり
　断りましょう。
●困ったときは、お住まいの自治体
　の消費生活センターなどにご相談
　ください。

 問合せ　総務課　    61ー3941

見守り
新鮮情報
永平寺町消費者
相談コーナー

申し込むだけで謝礼！?
「買え買え詐欺」に注意！

 「レアアース」を扱っているというA社の社債に
 関するパンフレットが届いた。その後B社から
 「A社の社債を欲しがっている貿易商がいるが、案

 内が届いた人しか買えない。代わりに50口申し
 込んでほしい」と電話があった。「お金は貿易
 商が支払うので用意する必要はない。申し込み
1口につき3万円の謝礼をする」との
ことだった。申し込むだけで謝礼が
もらえるならと申し込んだ。
ところがA 社から「監査が入り『名義

人と振込人が違うのは問題だ』と指摘

された。貿易商が帰国したら返すので

代わりに入金してほしい」と言わ
れ、200万円を振り込んだ。
本当に返してもらえるだろうか。（60 歳代　男性）
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放
送
大
学
は
入
学
試
験
の
な
い
通
信
制

の
大
学
で
す
。
自
宅
の
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
ま

す
。

　
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
ご
自
身
の
夢
を

実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
願
書
提
出
期
間

　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま

す
。
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 

問
合
せ
　
放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

 

22ｰ

６
３
６
１

 

22ｰ

６
４
３
１

情報

く ら し の

町の木「油桐」

　
毎
年
２
月
23
日
は
「
税
理
士
記
念
日
」

と
な
っ
て
お
り
、
税
理
士
会
と
し
て
無
料

税
務
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
無
料
税
務
相
談
会
」

日

　時
　
２
月
21
日（
金
）〜
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時

場

　所
　
福
井
県
税
理
士
会
館

　
　
　
　
（
福
井
市
日
之
出
５-

14-

25
）

 

問
合
せ

　
北
陸
税
理
士
会
福
井
支
部
　

 

24-

７
１
９
１

 

21-

０
６
６
５

北
陸
税
理
士
会
福
井
支
部

　
　
　
　
　
無
料
税
務
相
談
会

放
送
大
学
平
成
26
年
度

　
　
　
　
４
月
入
学
生
募
集
！

　
月
に
３
回
程
度
、
日
曜
日
に
登
校
し
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
個
別
相
談
に
ご
参
加

下
さ
い
。

個
別
相
談
会
（
事
前
に
電
話
予
約
必
要
）

　
２
月
９
日
（
日
）
23
日
（
日
）

　
３
月
２
日
（
日
）
９
日
（
日
）

願
書
提
出
日

　
３
月
14
日
（
金
）
17
日
（
月
）

　
　
　
24
日
（
月
）
25
日
（
火
）

受
付
時
間
　
９
時
〜
16
時

※

郵
送
可
、
３
月
25
日
は
正
午
ま
で
受
付

 

問
合
せ
　
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
信
制
　
入
学
係

　
〒
９
１
８-

８
５
７
５

　
　
福
井
市
若
杉
町
35ｰ

21

 

36ｰ

１
１
８
４

 

36ｰ

１
１
８
５

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　
　
　
　
通
信
制
生
徒
募
集

　
年
度
末
の
２
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。

　
次
に
該
当
さ
れ
る
人
は
早
め
に
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
自
動
車
の
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

　
　
て
い
な
い

２
．
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な

　
　
い

３
．
自
動
車
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を
行

　
　
っ
て
い
な
い

４
．
２
、
３
月
中
に
車
検
が
切
れ
る
車
を

　
　
引
き
続
き
使
用
す
る

　
（
継
続
検
査
（
車
検
）
は
有
効
期
限
の

切
れ
る
１
ヶ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す
）

 

問
合
せ

　
中
部
運
輸
局
福
井
運
輸
支
局

　
登
録
関
係…

 

０
５
０ｰ
５
５
４
０ｰ

２
０
５
７

（
自
動
音
声
案
内
、
続
け
て
「
０
２
６
」

　
で
オ
ペ
レ
ー
タ
対
応
）

　
検
査
関
係…

 

34ｰ
１
６
０
３

 ※

軽
自
動
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
軽
自
動

　
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所
へ
お
問
合
せ

　
下
さ
い 

38-

１
５
０
９

自
動
車
の
名
義･

住
所
な
ど
の

　
　
　
変
更
は
お
済
で
す
か
？
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放
送
大
学
は
入
学
試
験
の
な
い
通
信
制

の
大
学
で
す
。
自
宅
の
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
ま

す
。

　
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
ご
自
身
の
夢
を

実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
願
書
提
出
期
間

　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま

す
。
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 

問
合
せ
　
放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

 

22ｰ

６
３
６
１

 

22ｰ

６
４
３
１

情報

く ら し の

町の木「油桐」

　
毎
年
２
月
23
日
は
「
税
理
士
記
念
日
」

と
な
っ
て
お
り
、
税
理
士
会
と
し
て
無
料

税
務
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
無
料
税
務
相
談
会
」

日

　時
　
２
月
21
日（
金
）〜
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時

場

　所
　
福
井
県
税
理
士
会
館

　
　
　
　
（
福
井
市
日
之
出
５-

14-

25
）

 

問
合
せ

　
北
陸
税
理
士
会
福
井
支
部
　

 

24-

７
１
９
１

 

21-

０
６
６
５

北
陸
税
理
士
会
福
井
支
部

　
　
　
　
　
無
料
税
務
相
談
会

放
送
大
学
平
成
26
年
度

　
　
　
　
４
月
入
学
生
募
集
！

　
月
に
３
回
程
度
、
日
曜
日
に
登
校
し
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
個
別
相
談
に
ご
参
加

下
さ
い
。

個
別
相
談
会
（
事
前
に
電
話
予
約
必
要
）

　
２
月
９
日
（
日
）
23
日
（
日
）

　
３
月
２
日
（
日
）
９
日
（
日
）

願
書
提
出
日

　
３
月
14
日
（
金
）
17
日
（
月
）

　
　
　
24
日
（
月
）
25
日
（
火
）

受
付
時
間
　
９
時
〜
16
時

※

郵
送
可
、
３
月
25
日
は
正
午
ま
で
受
付

 

問
合
せ
　
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
信
制
　
入
学
係

　
〒
９
１
８-

８
５
７
５

　
　
福
井
市
若
杉
町
35ｰ
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36ｰ
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１
８
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36ｰ
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１
８
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福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　
　
　
　
通
信
制
生
徒
募
集

　
年
度
末
の
２
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。

　
次
に
該
当
さ
れ
る
人
は
早
め
に
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
自
動
車
の
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

　
　
て
い
な
い

２
．
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な

　
　
い

３
．
自
動
車
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を
行

　
　
っ
て
い
な
い

４
．
２
、
３
月
中
に
車
検
が
切
れ
る
車
を

　
　
引
き
続
き
使
用
す
る

　
（
継
続
検
査
（
車
検
）
は
有
効
期
限
の

切
れ
る
１
ヶ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す
）

 

問
合
せ

　
中
部
運
輸
局
福
井
運
輸
支
局

　
登
録
関
係…

 

０
５
０ｰ

５
５
４
０ｰ

２
０
５
７

（
自
動
音
声
案
内
、
続
け
て
「
０
２
６
」

　
で
オ
ペ
レ
ー
タ
対
応
）

　
検
査
関
係…

 

34ｰ

１
６
０
３

 ※

軽
自
動
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
軽
自
動

　
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所
へ
お
問
合
せ

　
下
さ
い 

38-

１
５
０
９

自
動
車
の
名
義･

住
所
な
ど
の

　
　
　
変
更
は
お
済
で
す
か
？

　平成26年４月末の口座振替分より、割引額のよ
り大きな２年前納がご利用いただけるようになり
ます。

２年前納（口座振替）のメリット

メリット１
　２年間で１万４千円程度の割引となります。
メリット２
　２年前納分の全額がその年の社会保険料控除の
対象となります。
メリット３
　口座振替をご利用することにより、納め忘れを
防ぐことができます。

※２年前納は口座振替のみご利用が可能です
※お申込み期限は毎年２月末までです

　なお、口座振替には、当月分保険料を当月末に
引き落とさせていただくことにより月々50円割引
される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い
６か月前納・１年前納もあり、大変お得です。

　※上期６カ月分（４月分～９月分）および１年
　　前納は２月末までが申込期限です
　※下期６カ月分（10月分～翌年３月分）は８月
　　末までが申込期限です

　口座振替をご希望の人は、納付書または年金手
帳、通帳、金融機関届出印を御持参のうえ、ご希
望の金融機関または年金事務所へお申し出くださ
い。

「２年前納（口座振替）」
　　　　　　　　　　　が始まります！
「２年前納（口座振替）」
　　　　　　　　　　　が始まります！

 問合せ　住民生活課　　　    61ー3945
　　　　 福井年金事務所　    23ー4516

防火・防災および自主防災組織訓練の相談は、最寄りの消防署へ

永平寺町消防本部・署 61‐0179 61‐0168
上志比分署 64‐2180

 http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp
火災･救急･救助は119番

冬季における
火災予防について
冬季における
火災予防について
　暖を取るために暖房機器を使用する冬季期間は
「ちょっとした不注意」「普段の慣れ」などで、
防火の気配りもおろそかになります。
　家族全員が、今一度防火の心構えを再確認し、
火気の取扱いには十分注意しましょう。
　また、お出かけ前や就寝前にはも
う一度火の元を確かめましょう。
【家庭の皆さんへ】
○寝タバコはやめましょう。また、
　灰皿のない所では、タバコを吸わないようにし
　ましょう
○燃焼器具は定期的に点検し,不備があるときは専
　門業者で点検を受けましょう
○ガス器具を使用した後は､必ず元栓をしめましょう
○子供の火遊びに注意し,マッチやライターの管理
　を十分にしましょう
○万一に備え、出入口の点検や除雪に努めましょう
○家族全員で火気の取扱い、避難方法などについ
　て話し合いましょう
○住宅用火災警報器を設置し６年ほど経過し、電
　池交換の時期がきています。作動点検を実施し､
　電池切れになっていないか点検しましょう
【事業所の皆さんへ】
○人の出入りが多くなる事業所では、繁忙のため
　火気の取扱いがおろそかになりがちです。巡回
　体制を強化するとともに、避難誘導が円滑に行
　われるよう従業員一人ひとりの責任分担を明確
　にしておきましょう
○休日、不在となる事業所の建物周囲には燃えや
　すいものは置かないようにしましょう

国民年金保険料の納付方法として
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つじうら　あやか ちゃんつつみ　にこ ちゃん

2014年１月1日現在（前月比）
合　計
　男
　女
世帯数

19,515人  （－  6）
9,422人  （－  3）
10,093人  （－  3）
6,181世帯（－  1）

（住民基本台帳より　外国人含む）

戸籍の窓12月届出分（敬称略）

おくやみおくやみ
名　　前 性別 保護者 住　所 名　　前 年齢 住　所

鳴鹿山鹿 宮下　典大 越前町
 嶋崎　麻美 鳴鹿山鹿

花谷 柳原　邦裕 花谷
 市橋　彩名 福井市

住　所 名　　前 旧住所

　住民基本台帳カード（住基カード）
をお持ちの人は、利用登録を行うこと
で証明書自動交付機を利用して、証明
書を取得することができます。休日や
時間外でも取得が可能で、窓口交付よ
り100円お得です。顔写真付住基カー
ドは、公的な身分証明書として利用す
ることもできます。
自動交付機で発行可能な証明書
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各１部
200円

便利な住民基本台帳カードを作りませんか？

なんぶ　たかひと くん

赤ちゃん赤ちゃん ウエディングウエディング

便利な住民基本台帳カードを作りませんか？

松倉　はる 98 轟
谷　　俊男 63 松岡春日１
吉田與右ェ門 81 大月
夛田はつ子 94 松岡薬師１
渡邊　見子 91 松岡志比堺
南保　　巖 87 藤巻
畑下美代子 85 松岡葵２
歸山ハシヲ 87 志比
野村甚三郎 88 松岡薬師１
布瀬　満夫 78 松岡春日３
村崎ほかを 103 松岡春日１
山田あさを 90 藤巻
上田コズイ 93 京善
前田　一郎 86 牧福島
加藤　げを 87 山王
渡邊　利榮 90 松岡薬師１
川上　　一 66 松岡湯谷

　裏　文郁 女 浩之･知美 松岡吉野堺

堤　　虹空 女 修一･容子 栃原

南部　嵩仁 男 智紀･千晴 石上

寺田　梨乃 女 知生･智恵美 松岡越坂１

西尾紘太朗 男 尚泰･裕子 松岡上合月

宮前　和希 男 育弘･千恵 松岡西野中

牧島　瑠莉 女 紀光･志穂 松岡葵３

根來　歩輝 男  寛 ･泰奈 松岡春日２

片山　　栞 女 貴雄･繭美 諏訪間

比島　和寛 男 一宣･ちひろ 松岡薬師１

平沼　陽之 男 貴宏･昌代 松岡松ヶ原２
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松 岡 支 店 TEL61-1200
永平寺支店 TEL63-3220

上志比支店 TEL64-2323
福井医大支店 TEL67-1900

営業時間　午前９:30～午後７:00
定 休 日　毎週火曜日

〒910-0337 坂井市丸岡町新鳴鹿３-148
TEL0776-97-8161  FAX0776-97-8162

新鮮な野菜と､こだわりの手づくり惣菜が並ぶ農産物直
売所。お弁当・オードブルなどのご注文も､承ります。
出荷者も随時募集中！
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　年金の仕組みと手続きについて
学ぶセミナーです。
日時　２月15日（土）10時～
場所　ユニオンプラザ福井３Ｆホール
　　（福井市問屋町1丁目35番地）
講師　特定社会保険労務士
　　　　湯川　勢津子 氏
定員　50名（要予約）
※参加費は不要です。参加ご希望
　の人はお早めにご連絡下さい
問合　福井県労働者福祉基金協会
　　　　　　22-6222

INFORMATION
お知らせ

年金セミナー年金セミナー

３/30㊐

日時　３月30日（日）13時30分～16時30分
会場　坂井地域交流センター「いねす」交流ホール
　　　（坂井市坂井町蔵垣内34-14-1　道の駅さかい併設）
応募資格
　県内在住の18歳以上の外国人で日本国内滞在期間が概ね10年以内の人
共通のテーマ　「私にとっての日本、そして福井」　 サブテーマは自由
発表時間　１人５分以内(原稿使用可)
応募方法
　共通のテーマに沿った発表内容を日本語で800～900字程度にまとめ
て、サブテーマ(副題)と住所、氏名、年齢、性別、国籍、職業(学校名・
学年)、電話番号等を記載し、下記の応募先へメールまたは郵送して下さ
い。
募集者数　10名程度(多数の場合は選考)
表彰　優秀賞・副賞・特別賞・奨励賞　など
応募締切　３月10日（月）必着
問合･申込　〒919-0434　坂井市春江町境元町14-5
　　　　　　インターナショナルさかい（ISA）　中村　哲夫
　　　　　　メール　tednaka@mx2.fctv.ne.jp
　　　　　　　090-9443-1570　　51-0434

ISA
第2回外国人による日本語スピーチコンテスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出場者募集

ISA
第2回外国人による日本語スピーチコンテスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出場者募集

「知っておきたい
　　　　年金受給と働き方」

　福井県司法書士会では２月を「相続登記はお済ですか」月間と定め、相続に関する無料
相談を実施します。
　相続登記をはじめとし、遺言、遺産分割協議など相続に関する相談に応じ、適切なアド
バイスを行います。

【無料相談】
　日　時　２月１日（土）～28日（金）９時～17時
　場　所　県内各司法書士事務所（ホームページにて名簿一覧掲載）※予約不要
【相続・遺言合同無料相談会】
　日　時　２月15日（土）10時～16時
　場　所　福井県繊協ビル　８Ｆ　803号室（鯖江市嚮陽会館・プラザ萬象にても行っております）
　問合せ　福井県司法書士会　　 30-0001 30-0002　　http://www.fukuishiho-syoshi.or.jp/

相続登記は
お済ですか？

◆期間 １月24日（金）～２月28日（金）
 ※但し、土・日・祝日は除く
◆時間 ８時30分～17時15分
◆場所
　松 岡 地 区 生涯学習課（松岡公民館内） TEL61-2009
　永平寺地区 永　平　寺　支　所 TEL63-3111
　上志比地区 上　志　比　支　所 TEL64-2211

　１月12日開催の「成人式」の集合写真の
受取を下記のとおり行います。
　期間内に指定の場所にお越しください。
（ご本人・ご家族の代理受領可）

成人式にご参加した皆さんへ
集合写真をお渡しいたします
成人式にご参加した皆さんへ
集合写真をお渡しいたします
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四季の森から四季の森から

問合せ　四季の森文化館　　63-2111

　寒い日が続きます。
でも、いつもよりは雪が
少ないように思います。
　さて、今回ご紹介する
のは、レース模様のとん
ぼ玉です。シンプルな模
様ですが、難易度は高い
です。慌てると線がにじ
んで“ぼや～”となった
り、隣の線とくっついて
しまいます。
　寒い時期は家にこもり
がちですが、四季の森まで足を延ばして、ゆっくり、じっくり作業に打ち込ん
でみませんか？
　四季の森でお待ちしております。


